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中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

竹
生
篇

飯

田

さ
や
か

一

は
じ
め
に

前
稿

(

１)

に
お
い
て
中
世
竹
取
説
話
の
う
ち
、
卵
生
の
説
話
二
十
二
件
を
十
三
種
に
分
類
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
続
き
と
し
て
か
ぐ
や
姫
が
竹
に

発
見
さ
れ
る
竹
生
の
説
話
を
分
類
し
て
い
く
。
竹
生
の
説
話
を
含
め
、
中
世
竹
取
説
話
全
体
の
分
類
を
試
み
た
論
と
し
て
は
、
三
谷
栄
一
氏

(

２)

、

田
口
守
氏

(

３)

、
奥
津
春
雄
氏

(

４)

、
竹
谷
靱
負
氏

(

５)

、
福
田
晃
氏

(

６)
の
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
説
話
の
内
容
や
説
話
を
引
く
史
料
の
分
野
に
よ
っ

て
詳
細
に
検
討
を
行
い
、
分
類
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
先
行
研
究
で
扱
う
竹
取
説
話
の
数
に
は
揺
れ
が
あ
り
、
既
存
の
分
類
方
法
で

は
分
類
し
き
れ
な
い
史
料
が
あ
る
た
め
、
新
た
な
分
類
方
法
が
求
め
ら
れ
る
。
竹
谷
氏
は
管
見
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
竹
取
説
話
を
網
羅
し
て
い
る

が
、
そ
の
分
類
方
法
は
先
行
の
、
説
話
の
記
さ
れ
る
史
料
の
分
野
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
類
法
は
、
客
観
的
か
つ
至
便
で
は
あ
る

が
、
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
特
徴
を
捉
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
や
や
使
い
に
く
い
側
面
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
よ
り
汎
用

性
の
高
い
新
た
な
分
類
方
法
と
し
て
、
説
話
に
記
さ
れ
る
要
素
に
よ
る
分
類
を
試
み
た
い
。
こ
の
方
法
は
す
で
に
卵
生
の
説
話
に
お
い
て
検
討

し
た
た
め
、
今
回
は
竹
生
の
説
話
に
お
い
て
も
同
様
に
再
検
討
し
た
い
。

中
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二

中
世
竹
取
説
話
一
覧
お
よ
び
分
類
の
研
究
史

ま
ず
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
中
世
竹
取
説
話
五
十
二
件

(

７)

を
次
の

〈

表
１〉

に
示
す
。

中
世
竹
取
説
話
を
お
お
よ
そ
成
立
年
順
に
並
べ
、
竹
生
の
説
話
を
網
掛
け
で
示
し
た
。
併
せ
て
右
列
に
先
行
研
究
に
お
け
る
検
討
状
況
を
示

す
た
め
、
丸
印
を
付
し
た
。
先
行
研
究
に
お
け
る
検
討
状
況
を
見
て
み
る
と
、
16

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

は
す
べ
て
の
先
行
研
究
で
検

討
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
５

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

の
よ
う
に
、
竹
谷
氏
、
福
田
氏
の
み
が
取
り
上
げ
て
い
る
説
話
も
あ
り
、
検
討
状

況
が
網
羅
的
で
は
な
い
傾
向
が
み
え
る
。
以
下
、
先
行
研
究
に
お
け
る
分
類
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
が
、
竹
生
の
中
世
竹

四
二

〈表１〉 先行研究検討状況

※網掛けは竹生を示す 三
谷

田
口

奥
津

竹
谷

福
田

1 『今昔物語集』 ○ ○ ○ ○
2 『鴨長明巡歴記』 ○
3 『鴨長明巡歴記』 (詞林采葉抄) 〇
4 『海道記』 ○ ○ ○ ○ ○
5 『富士縁起』 (金沢文庫) ○ ○
6 『古今集注』 義 ○ ○ ○ ○ ○
7 『古今集注』 信 ○ ○ ○ ○ ○
8 『古今為家抄』 ○ ○ ○
9 『古今和歌集序聞書 三流抄』 ○ ○ ○ ○
10 『頓阿序注』 ○ ○ ○ ○
11 『毘沙門堂本古今集注』 ○ ○ ○ ○
12 『聖徳太子伝正法論』 慶応本 ○ ○
13 『定家流伊勢物語註』 ○
14 『曽我物語』 真名本 ○ ○ ○ ○
15 『神道集』 ○ ○ ○
16 『詞林采葉抄』 富士山 ○ ○ ○ ○ ○
17 『諸国一見聖物語』 ○
18 『和漢朗詠集和談鈔』 ○
19 『了誉序注』 ○ ○ ○
20 『三国伝記』 ○ ○ ○ ○ ○
21 『桂川地蔵記』 ○ ○ ○ ○
22 『和歌百首註』 (『別歌百首』) ○ ○
23 『源氏物語提要』 ○ ○
24 『臥雲日件録抜尤』 ○ ○ ○ ○ ○
25 『当家聞書』 ○
26 『聖徳太子伝 拾遺抄』 ○ ○
27 『塵荊抄』 ○ ○
28 『一乗拾玉抄』 ○
29 『法華経鷲林拾葉鈔』 ｢浄明鏡事｣ ○ ○
30 『〃』 ｢八酒縁起事｣ ○
31 『歌道寄合肝要集』
32 『法華経直談鈔』 ○
33 『富士山 (謡曲)』 ○ ○ ○ ○ ○
34 『本朝神社考』 ○ ○ ○ ○
35 『神社考詳節』 ○
36 『東海道名所記』 ○
37 『国名風土記』 ○ ○
38 『富士山の本地』 ○ ○ ○ ○
39 『富士山縁起』 (田辺家) ○ ○
40 『富士山縁記』 (池西坊諄栄) ○ ○
41 『富士大縁起』 (茶畑村) ○
42 『富士山大縁起』 (東泉院円成) 〇 〇
43 『富士山略縁起』 (富士吉田市) 〇
44 『富士山縁起』 (池西坊行存) ○
45 『荊叢毒蘂』 ○
46 『富士山略縁起』 (村山浅間) ○
47 『富士山縁起』 (村山浅間頼猷) ○
48 『富士山船霊明神縁記』
49 『駿河記』 漢竹権現社伝 ○
50 『駿河記』 富士縁起 ○
51 『富士大縁起』 (公文富士氏) ○ ○
52 『富士大縁起』 (六所浅間宮) ○



取
説
話
の
本
文
を
す
べ
て
掲
出
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い
。
そ
の
た
め
前
稿
と
同
じ
く
、
要
素
ご
と
に
分
類
し
た〈

表
２〉

を
掲
出

す
る
こ
と
で
そ
の
代
わ
り
と
し
た
い
。
次
頁
に
示
す

〈

表
２〉

は
、〈

表
１〉

中
世
竹
取
説
話
一
覧
か
ら
竹
生
の
説
話
を
抽
出
し
、
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
各
説
話
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
、
結
婚
の
有
無
、
形
見
の
品
、
説
話
の
時
代
、
説
話
の
舞
台
の
項
目
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
該
当
部
分
に
丸
印
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
中
世
竹
取
説
話
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
記
さ
れ
る
要
素
で
あ
り
、
各
説
話
の
特
徴
を
捉

え
る
上
で
重
要
な
指
標
で
あ
る
。
な
お
、
印
等
の
な
い
も
の
は
記
述
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

〈

表
２〉

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
お
け
る
分
類
方
法
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
三
谷
栄
一
氏
は

『

今
昔
物
語
集』

、『

曽
我
物
語』

(

真
名
本)

、『

詞
林
采
葉
抄』
富
士
山
、『

桂
川
地
蔵
記』

、『

本
朝
神
社
考』

、『

富
士
山
の
本
地』

の
六
件
の
竹
生
説
話
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
氏
は
、『

詞
林
采
葉
抄』
富
士
山
の
記
事
に
注
目
し
、
室
町
時
代
に
は
い
わ
ゆ
る
卵
生
説
話
が

｢

赫
夜
姫
物
語｣

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

た
可
能
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
も
う
一
方
で
は
竹
生
の
説
話
が

｢

民
間
に
お
け
る
傳
承｣

と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
す
る
。
氏
は
、
そ
の
上
で

『

詞
林
采
葉
抄』

富
士
山
、『

本
朝
神
社
考』
、『
富
士
山
の
本
地』

は
同
じ
系
統
の
説
話
で
あ
り
、｢

當
時
流
行
し
た
本
地
垂
迹
思
想
に
よ
る
縁

起
物
の
系
統
の
影
響
を
う
け
て
ゐ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い｣

と
す
る
。

続
い
て
田
口
守
氏
は
、『

詞
林
采
葉
抄』

、『

本
朝
神
社
考』

、『

富
士
山
の
本
地』

の
三
件
を
対
象
と
し
、｢

竹
姫
型｣

と
し
て
考
察
を
し
て
い

る
。
氏
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
が

｢

中
世
の
或
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た

｢

富
士
縁
起

(

８)｣｣

に
発
す
る
と
し
、
そ
の
縁
起
の
中
核
に
竹
取
説
話
が
記

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
同
じ
く
竹
生
で
あ
る

『
今
昔
物
語
集』

、『

桂
川
地
蔵
記』

に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て
お
ら
ず
、『

曽
我

物
語』

(

真
名
本)

は
鶯
姫
型

(

卵
生)

と
し
て
い
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

四
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〈表
２
〉
竹
生
の
中
世
竹
取
説
話

結
婚
の
有
無
※
①

形
見

時
代

舞
台
※
②

番
号

は
〈表

１
〉

一
覧

表
に

準
ず

る
拒

否
帝

翁
国

司
不

死
薬

衣
他

鏡
景

行
雄

略
欽

明
天

智
桓

武
無

駿
河

国
富

士
郡

富
士

山
麓

里

1
『今

昔
物

語
集

』
姫

○
5

『富
士

縁
起

』
(金

沢
文

庫
)

※
③

欠
欠

欠
欠

欠
欠

欠
欠

欠
欠

(○
)

乗
馬

〈
一

斎
京

〉
14

『曽
我

物
語

』
真

名
本

○
返

魂
香

○
(○

)
○

15
『神

道
集

』
○

反
魂

香
○

○
○

16
『詞

林
采

葉
抄

』
富

士
山

姫
注

に
記

載
○

(○
)

○
乗

馬
21

『桂
川

地
蔵

記
』

○
(○

)
○

23
『源

氏
物

語
提

要
』

○
○

(○
)

○
25

『当
家

聞
書

』
姫

○
○

(○
)

○
34

『本
朝

神
社

考
』

姫
○

○
○

大
綱

→
乗

馬
35

『神
社

考
詳

節
』

姫
延

暦
(○

)
大

綱
36

『東
海

道
名

所
記

』
姫

延
暦

(○
)

大
綱

38
『富

士
山

の
本

地
』

姫
○

○
○

大
綱

の
里

乗
馬

39
『富

士
山

縁
起

』
(田

辺
家

)
姫

延
暦

22
○

大
綱

→
乗

馬
40

『富
士

山
縁

記
』

(池
西

坊
諄

栄
)

姫
○

〇
乗

馬
〈

一
斎

京
〉

41
『富

士
大

縁
起

』
(茶

畑
村

)
姫

延
暦

○
乗

馬
42

『富
士

山
大

縁
起

』
(東

泉
院

円
成

)
姫

延
暦

○
乗

馬
44

『富
士

山
縁

起
』

(池
西

坊
行

存
)

姫
○

○
お

ほ
つ

な
45

『荊
叢

毒
蘂

』
姫

○
○

(乗
馬

)
46

『富
士

山
略

縁
起

』
(村

山
浅

間
)

姫
○

(○
)

○
47

『富
士

山
縁

起
』

(村
山

浅
間

頼
猷

)
姫

○
〇

乗
馬

〈
一

斎
京

〉
48

『富
士

山
船

霊
明

神
縁

記
』

姫
○

(○
)

乗
馬

〈
一

斉
京

〉
49

『駿
河

記
』

漢
竹

権
現

社
伝

姫
○

(○
)

宗
高

→
乗

馬
50

『駿
河

記
』

富
士

縁
起

姫
○

(○
)

大
綱

→
乗

馬
51

『富
士

大
縁

起
』

(公
文

富
士

氏
)

姫
延

暦
○

乗
馬

52
『富

士
大

縁
起

』
(六

所
浅

間
宮

)
姫

○
(○

)
大

綱
→

乗
馬

※
①

｢結
婚

の
有

無
｣

拒
否

欄
に

は
､

結
婚

を
拒

否
し

た
人

物
を

記
し

た
｡

※
②

｢舞
台

｣
に

お
い

て
､

(
)

は
本

文
中

に
明

記
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

､
前

後
の

文
脈

か
ら

駿
河

・
甲

斐
い

ず
れ

か
の

国
と

推
定

で
き

る
場

合
に

使
用

し
た

｡
※

③
『富

士
縁

起
』

(金
沢

文
庫

)
は

断
簡

で
あ

る
た

め
､

欠
損

部
分

に
は

欠
と

記
し

た
｡



続
い
て
、
奥
津
春
雄
氏
の
分
類
を
見
て
い
く
。
氏
は
、
中
世
竹
取
説
話
を

｢

①
中
世
古
今
注
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
及
び
そ
の
系
統
の

も
の｣
、｢

②
寺
社
縁
起
関
係
の
も
の
、
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の｣

、｢

③

『

源
氏
物
語』

の
注
釈
書
類
に
現
れ
る
も
の｣

の
三
種
に
分
類
し
た

上
で
、
竹
生
の
説
話
を

｢

②
寺
社
縁
起
関
係
の
も
の
、
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の｣

に
分
類
し
て
い
る
。
氏
は

『

神
道
集』

、『

詞
林
采
葉
抄』

、

『

桂
川
地
蔵
記』
、『

本
朝
神
社
考』

、『

富
士
山
の
本
地』

の
四
つ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
し
、｢

古
今
注
で
成
立
し
た
竹
取
説
話
が
変
容
し
、
説

話
と
し
て
は
衰
弱
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
る｣

と
指
摘
す
る
。

こ
こ
ま
で
、
三
谷
氏
、
田
口
氏
、
奥
津
氏
の
分
類
を
見
て
き
た
。
三
氏
の
分
類
を
、
現
在
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
竹
生
説
話
に
当
て
は
め
る

と
、
す
べ
て
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
へ
分
類
さ
れ
て
し
ま
い
、
や
や
大
ま
か
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
三
氏
の
検
討
し
た
時
点
で

は
、
竹
生
の
竹
取
説
話
が
少
な
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
研
究
対
象
と
し
て
、
竹
生
の
説
話
を
記
す
富
士
縁
起
が
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
分
類
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
新
た
な
分
類
法
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

富
士
縁
起
の
竹
取
説
話
の
研
究
は
、
西
岡
芳
文
氏

｢

中
世
の
富
士
山
―

｢

富
士
縁
起｣

の
古
層
を
さ
ぐ
る
―

(

９)｣

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

氏
は
、
富
士
縁
起
を

｢

Ａ
富
士
縁
起
成
立
以
前
の
古
典｣

、｢

Ｂ
山
麓
諸
社
縁
起
系｣

、｢

Ｃ
抄
出
本
お
よ
び
佚
文｣

、｢

Ｄ
本
地
物
系｣

、｢

Ｅ
絵
図

類｣

の
五
種
に
分
類
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
氏
の
紹
介
し
た
資
料
の
う
ち
、
竹
生
説
話
に
関
わ
る
も
の
を
私
に
ま
と
め
、
次
に
掲
げ
る
。

竹
生
と
い
う
括
り
で
の
分
類
か
ら
発
展
し
、
富
士
縁
起
内
で
の
史
料
の
属
性
に
よ
っ
て
分
類
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
扱
う
竹
取
説
話

に
は

｢

Ａ
富
士
縁
起
成
立
以
前
の
古
典｣

と

｢

Ｅ
絵
図
類｣

に
該
当
す
る
も
の
は
な
い
た
め
省
略
し
た
。
氏
の
論
中
に

｢

諸
本
の
詳
細
な
比
較

は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い｣

と
あ
る
通
り
、
竹
取
説
話
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
は
い
な
い
が
、｢

富
士
山
麓
を
舞
台
と
す
る
か
ぐ
や
姫
の

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

四
五

Ｄ
本
地
物
系

Ｃ
抄
出
本
お
よ
び
佚
文

Ｂ
山
麓
諸
社
縁
起
系

分
類
型

『

神
道
集』

、『

富
士
山
の
本
地』

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

詞
林
采
葉
抄』
富
士
山
、『

本
朝
神
社
考』

『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
山
縁
起』

(

池
西
坊
行
存)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

史
料
名



物
語
が
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
に
は
存
在
し
、
富
士
信
仰
の
中
で
濃
厚
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
に
認
め
ら
れ
る
。｣

と
指
摘
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
分
類
を
以
て
し
て
も
、〈

表
２〉

に
掲
出
し
た
竹
生
の
竹
取
説
話
の
分
類
は
難
し
く
、
多
く
の
史
料
が

｢

Ｂ
山
麓

諸
社
縁
起
系｣

に
分
類
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
膨
大
な
富
士
縁
起
の
分
類
を
試
み
、
竹
取
説
話
全
体
を
検
討
し
た
論
と
し
て
、
竹
谷
靱
負
氏
と
福
田
晃
氏
の
論
が
あ
る
。

ま
ず
、
竹
谷
氏
の
分
類
か
ら
確
認
し
て
い
く
。
氏
は
、
二
十
三
件
の
竹
生
の
説
話
を
、
史
料
の
分
野
に
よ
っ
て

｢

①
物
語
系

(

十
三
世
紀
以

前)｣

、｢

②
古
今
和
歌
集
註
釈
書
系｣

、｢

③
仏
教
説
話
系｣

、｢

④
物
語
系

(

十
三
世
紀
以
後)｣

、｢

⑤
富
士
縁
起
系｣

の
五
種
に
分
類
し
て
い
る
。

｢

②
古
今
和
歌
集
註
釈
書
系｣

は
竹
生
の
竹
取
説
話
が
な
い
た
め
、
割
愛
し
た
。
氏
は
、
富
士
縁
起
を
細
か
く

｢

発
行
場
所｣

に
よ
っ
て
分

四
六

⑤
富
士
縁
起
系

④
物
語
系

(

十
三
世
紀
以
後
の
作
品)

③
仏
教
説
話
系

①
物
語
系

(

十
三
世
紀
以
前
の
作
品)

分
類
型

駿
府

大
宮

村
山

発
行
場
所

『

曽
我
物
語』

真
名
本
、『

源
氏
物
語
提
要』

、『

東
海
道
名
所
記』

『
桂
川
地
蔵
記』

、『

当
家
聞
書』

『

今
昔
物
語
集』

史
料
名

『

本
朝
神
社
考』

、『

神
社
考
詳
節』

『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

『
富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)』

、『

富
士
山

縁
記』

(
池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
山
大
縁

起』
(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
山
縁
起』

(

池
西
坊
行
存)
、『

富
士
山
略
縁
起』

(

村

山
浅
間)

史
料
名

不
明

分
類
な
し

吉
田

南
口

『

神
道
集』

、『

詞
林
采
葉
抄』

富
士
山
、

『

富
士
山
の
本
地』

、『

富
士
大
縁
起』

(

六

所
浅
間
宮)

『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、『

荊
叢
毒
蘂』

、

『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『

駿
河
記』

富
士
縁
起



類
す
る
と
と
も
に
、
卵
生
の
も
の
を
含
め
た
竹
取
説
話
全
体
を
要
素
ご
と
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
竹
取
説
話
が

｢

日
本
記
云
…｣

と

の
書
き
出
し
で
始
ま
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
竹
取
説
話
の
原
形
を
佚
書

『

日
本
記』

に
求
め
、
各
史
料
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

氏
の
、
古
今
注
系
・
説
話
系
・
縁
起
系
の
説
話
が
、
原
形
の
赫
夜
姫
譚
を
継
承
し
つ
つ
、
注
釈
や
宗
教
活
動
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応

じ
て
、
潤
色
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
卵
生
も
含
め
、
中
世
竹
取
説
話
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
上
で
、
富
士
縁
起
を

発
行
場
所
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
で
、
専
門
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
説
話
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
拠
っ
た
分
類
と
い
う
点
で
は
、

検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
福
田
晃
氏
の
分
類
を
見
て
い
く
。
氏
の
分
類
は
、
二
十
一
件
の
竹
取
説
話
を
対
象
と
し
、
う
ち
竹
生
は
九
件
で
あ
る
。｢

注
釈
類｣

、

｢

富
士
浅
間
大
菩
薩
事｣

、｢

富
士
山
縁
起｣

の
三
種
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
史
料
ご
と
に
整
理
し
て
い
る
。
氏
の
分
類
を
ま
と
め
た
も
の
を

次
に
示
す
。

｢

注
釈
類｣

に
該
当
す
る
竹
生
の
説
話
は
な
い
た
め
、
省
略
し
た
。
氏
は
、
右
の
分
類
を
も
と
に
富
士
縁
起
の
史
料
を
検
討
し
、
諸
本
の
お

お
よ
そ
の
伝
承
系
譜
を
示
し
て
い
る
。
私
に
ま
と
め
る
と
、
竹
取
説
話
を
記
す
富
士
縁
起
は
、『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

が
鎌
倉
時

代
中
期
・
末
期
に
成
立
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
村
山
浅
間
系
統
と
金
沢
文
庫
本
、『

詞
林
采
葉
抄』

と
分
岐
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中

で
も
村
山
浅
間
系
統
の
も
の
が
さ
ら
に
多
様
に
分
か
れ
、
今
日
の
多
様
な
富
士
縁
起
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
の
分
類

は
富
士
縁
起
の
傾
向
を
明
確
に
示
し
て
お
り
、
そ
の
伝
承
系
統
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

四
七

富
士
山
縁
起

富
士
浅
間
大
菩
薩
事

分
類
型

乙 甲 乙 甲

『

詞
林
采
葉
抄』

富
士
山

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

『

曽
我
物
語』

(

真
名
本)

『

神
道
集』

史
料
名

丁 丙
『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)



こ
こ
ま
で
、
三
谷
氏
、
田
口
氏
、
奥
津
氏
の
分
類
に
加
え
、
富
士
縁
起
が
多
く
論
じ
ら
れ
始
め
た
後
の
、
西
岡
氏
、
竹
谷
氏
、
福
田
氏
の
分

類
を
見
て
き
た
。
何
れ
の
論
も
、
竹
取
説
話
の
要
点
を
お
さ
え
た
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
竹
取

説
話
を
引
く
史
料
の
属
性
に
拠
り
、
あ
る
種
外
形
的
に
分
類
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
こ
う
し
た
分
類
目
安
が
一
番
分
か
り

や
す
く
、
至
便
で
あ
る
一
方
、
ど
う
し
て
も
分
類
に
迷
う
史
料
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
次
章
で
は
、
史
料

の
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、
竹
取
説
話
本
文
に
記
さ
れ
る
要
素
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

三

中
世
竹
取
説
話
分
類
案

三
―
一
、
結
婚
の
有
無
に
よ
る
第
一
分
類

二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
分
類
目
安
の
設
定
方
法
に
よ
っ
て
は
、
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
説
話
が
出
て
く
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
そ
こ

で
、
前
稿
と
同
様
に
、
項
目
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
て
設
定
し
、
説
話
に
お
い
て
必
ず
記
さ
れ
る
要
素
を
上
位
に
設
定
し
て
分
類
し
た
い
。

竹
取
説
話
で
必
ず
記
さ
れ
る
要
素
と
し
て
は
、｢
か
ぐ
や
姫
の
出
生｣

と

｢

か
ぐ
や
姫
の
結
婚
の
有
無｣

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
の

出
生
に
関
し
て
は
既
に
分
類
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず

｢
か
ぐ
や
姫
の
結
婚
の
有
無｣

に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

竹
生
の
中
世
竹
取
説
話
二
十
五
件
の
う
ち
、『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

と

『

桂
川
地
蔵
記』

を
の
ぞ
く
二
十
二
件
に
は
、
結
婚
の
有
無
に

四
八

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

『

曽
我
物
語』

真
名
本
、『

神
道
集』

、『

源
氏
物
語
提
要』

『

今
昔
物
語
集』

、『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

桂
川
地
蔵
記』

、『

当
家
聞
書』

、『

本
朝
神
社
考』

、『

神
社
考

詳
節』

、『

東
海
道
名
所
記』

、『

富
士
山
の
本
地』

、『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑

村)

、『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
山
縁
起』

(
池
西
坊
行
存)

、『

荊
叢
毒
蘂』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

、

『

富
士

山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

、『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『
駿
河
記』

富
士
縁
起
、『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文

富
士
氏)

、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

史
料
名



つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
。『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

は
、
か
ぐ
や
姫
が
自
ら
の
素
性
を
語
る
部
分
よ
り
前
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
記
述

が
な
い
。
し
か
し
、
残
存
部
分
の
本
文
で
姫
が
富
士
山
に
登
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
文
記
述
が

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

や

『

本
朝
神

社
考』
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
先
ず
両
者
と
同
様
に
分
類
し
て
お
く
。『

桂
川
地
蔵
記』

に
関
し
て
は
本
文
量
が
非
常
に
少
な
い
た

め
、
結
婚
に
つ
い
て
の
記
述
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

結
婚
の
有
無
に
よ
る
分
類
の
結
果
、
か
ぐ
や
姫
が
結
婚
し
な
い
Ａ

【

結
婚
な
し】

の
型
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

史
料
の
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
か
ぐ
や
姫
が
結
婚
を
拒
否
す
る
場
合
と
、『

桂
川
地
蔵
記』

の
よ
う
に
単
に
結
婚
が
記
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、｢

ａ
結
婚
拒
否

(

姫)｣

と

｢

ｂ
記
述
な
し｣

の
項
目
が
設
定
で
き
る
。

一
方
、
Ｂ

｢

結
婚
あ
り｣

は
結
婚
相
手
に
応
じ

｢

ａ
国
司｣

と

｢

ｂ
帝｣

の
二
つ
を
分
類
項
目
と
し
て
設
定
す
る
。
結
果
を
次
に
示
す
。

分
類
の
結
果
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
Ａ

ａ
【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)】

に
は
多
く
の
史
料
が
分
類

さ
れ
た
た
め
、
引
き
続
き

｢

形
見
の
品
の
有
無｣

に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
Ａ

ｂ

【
結
婚
な
し
―
記
述
な
し】

に
分
類
さ
れ
た
、『

桂
川
地
蔵
記』

は
省
略
さ
れ
た
傾
向
の
あ
る
記
事
だ
が
、〈

表
２〉

を
見
て
分
か
る
通
り
、
時
代
設
定
が
天
智
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
設
定
は
竹
生
の
説

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

四
九

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

ｂ
帝
ａ
国
司

ｂ
記
述
な
し

ａ
結
婚
拒
否

(

姫)

『

源
氏
物
語
提
要』

『

曽
我
物
語』

真
名
本
、『

神
道
集』

『

桂
川
地
蔵
記』

『

今
昔
物
語
集』
、『
富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

当
家
聞
書』

、『

本
朝
神
社
考』

、『

神
社
考
詳

節』

、『

東
海
道
名
所
記』
、『

富
士
山
の
本
地』

、『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
大

縁
起』
(

茶
畑
村)

、『
富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
山
縁
起』

(

池
西
坊
行
存)

、『

荊
叢
毒
蘂』

、『

富
士
山
略
縁

起』
(

村
山
浅
間)

、『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

、『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『

駿
河
記』

富
士
縁
起
、『

富
士
山

船
霊
明
神
縁
記』

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

史
料
名



話
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
他
に
は

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

に
の
み
見
え
る
。
た
だ
し
、『

詞
林
采
葉
抄』

に
お
い
て
は
、
竹
取
説
話
記
事

の
注
と
し
て
、｢

…
時
代
甚
不
審
也
。
疑
若
天
智
天
皇
歟
。｣

と
あ
る
。
な
お
、
説
話
の
時
代
を
天
智
天
皇
と
す
る
も
の
は
、
卵
生
の
説
話
で
も

少
な
く
、『
臥
雲
日
件
録
抜
尤』

と

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

｢

八
酒
縁
起
事｣

の
み
で
あ
る
。

続
い
て
姫
が
結
婚
を
す
る
系
統
を
見
る
と
、
Ｂ

ａ

【

結
婚
あ
り
―
国
司】

に
は

『

曽
我
物
語』

(

真
名
本)

と

『

神
道
集』

が
分
類
さ
れ
た
。

両
者
は
、
形
見
の
品
と
し
て

｢

反
魂
香
の
箱｣

が
残
さ
れ
る
と
い
う
、
他
の
竹
取
説
話
に
は
な
い
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

｢

し
ば
し
ば
原
拠
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
が
あ
る｣

と
い
う
指
摘

(�)

が
あ
る
。
Ｂ

ｂ

【

結
婚
あ
り
―
帝】

に
は
、『

源
氏
物
語
提
要』

が
分
類
さ

れ
た
。
こ
の

『

源
氏
物
語
提
要』

に
引
か
れ
た
竹
取
説
話
は
、
前
半
は

『

竹
取
物
語』

の
あ
ら
す
じ
を
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
出

生
か
ら
難
題
求
婚
譚
も
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
他
の
竹
取
説
話
で
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
構
成
で
あ
る
。
記
事
の
後
半
に
、｢

后
つ
ゐ
に
御
暇
を

申
て
ふ
し
の
麓
に
帰
り
給
ふ
。
み
か
と
御
名
残
を
し
み
恋
慕
給
ふ
。
姫
は
不
二
の
山
よ
り
天
女
と
な
り
て
上
り
給
ふ
。
是
則
、
不
二
浅
間
大
菩

薩
也

(�)

。｣

と
記
さ
れ
、『

竹
取
物
語』

と
富
士
信
仰
が
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
点
は
唯
一
で
あ
り
、
興
味
深
い
。

三
―
二
、
形
見
の
品
に
よ
る
第
二
分
類

結
婚
の
有
無
に
よ
る
分
類
に
よ
り
、
竹
生
の
竹
取
説
話
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
た
。
し
か
し
、
Ａ

ａ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)】

に
分
類
さ
れ
る
史
料
は
多
い
た
め
、
さ
ら
な
る
分
類
項
目
を
設
定
し
て
分
類
す
る
必
要
が
あ
る
。
続
い
て
分
類
項
目
に
設
定
す
る
の
は
、

｢

結
婚
の
有
無｣

に
続
い
て
多
く
記
さ
れ
て
い
る
要
素
と
し
て
、｢
形
見
の
品｣

が
適
当
で
あ
る
。
な
お
、
Ａ

ｂ
お
よ
び
Ｂ

ｂ
は
こ
れ
以
上
の

分
類
は
不
可
能
の
た
め
、
形
見
の
品
に
よ
る
分
類
は
行
わ
な
い
。
Ｂ

ａ
も
同
様
で
あ
る
が
、
形
見
の
品
で
あ
る

｢

反
魂
香
の
箱｣

は
他
に
は

な
い
特
徴
で
あ
る
た
め
、
分
類
項
目
と
し
て
設
定
し
て
お
く
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
〇



依
然
と
し
て
Ａ

ａ
／
Ⅰ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し】

に
分
類
さ
れ
る
史
料
が
多
い
。
Ａ

ａ
の
系
統
で
唯
一
形
見

の
品
が
残
さ
れ
る

『

当
家
聞
書』

は
千
葉
県
安
房
郡
に
あ
る
妙
本
寺

(�)
所
蔵
の
書
で
あ
る
。
翁
が
唐
の
国
か
ら
来
た
と
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
他
の

説
話
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
。
Ｂ
群
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
上
の
分
類
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
分
類
を
終
了
と
す
る
。
Ａ

ａ

／
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

｢

説
話
の
時
代｣

、｢
舞
台｣

の
項
目
に
よ
っ
て
分
類
を
試
み
る
。

三
―
三
、
説
話
の
時
代
お
よ
び
舞
台
に
よ
る
分
類

竹
生
の
説
話
の
分
類
は
だ
い
ぶ
進
ん
で
き
た
が
、
未
だ
Ａ

ａ
／
Ⅰ
に
分
類
さ
れ
る
説
話
が
多
く
あ
る
。
続
い
て
設
定
す
る
項
目
は

｢

説
話

の
時
代｣

と

｢

説
話
の
舞
台｣

で
あ
る
。
説
話
の
時
代
は
、
今
回
対
象
と
す
る
Ａ

ａ
／
Ⅰ
の
史
料
で
は
景
行
、
天
智
、
桓
武
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
史
料
も
多
く
あ
る
た
め
、
そ
の
場
合
は
設
定
な
し
に
分
類
す
る
。
時
代
に
よ
っ
て
Ａ

ａ
／
Ⅰ
を

さ
ら
に
分
類
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

五
一

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

ａ
国
司

ａ
結
婚
拒
否

(
姫)

Ⅱ
反
魂
香
の
箱

Ⅱ
鏡

Ⅰ
形
見
の
品
な
し

『

曽
我
物
語』

真
名
本
、『

神
道
集』

『

当
家
聞
書』

『

今
昔
物
語
集』

、『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

本
朝
神
社
考』

、『

神
社

考
詳
節』

、『

東
海
道
名
所
記』

、『

富
士
山
の
本
地』

、『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
山
縁
起』

(

池
西
坊
行
存)

、『

荊
叢
毒
蘂』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

、『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

、

『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『

駿
河
記』

富
士
縁
起
、『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮) 史

料
名



分
類
結
果
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
Ａ

ａ
／
Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
景
行
天
皇】

に
は

『

荊
叢
毒
蘂』

、

『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

、『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

が
分
類
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

、『

富
士
山
船

霊
明
神
縁
記』

は
、
卵
生
を
含
め
た
竹
取
説
話
の
中
で
唯
一
、
翁
の
も
と
を
訪
れ
る
勅
使
が

｢

武
内
宿
祢

(

武
内
の
大
臣)｣

と
記
さ
れ
て
い

る
。
他
に
も
か
ぐ
や
姫
を
国
母
に
例
え
る
な
ど
の
記
述
も
独
特
で
あ
る
。
一
方
、『

荊
叢
毒
蘂』

に
は
似
た
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

も
そ
も
無
量
寿
禅
寺

(�)
の
起
源
を
語
る
も
の
で
あ
る
上
、｢
龍
頸
下
誰

レ
カ

奪
ン

二

一
顆

ノ

珠
ヲ

一

高
官
人
将

サ
ニ

ス
レ

損
ン
ト

二�
命

ヲ
一

燕
巣
裡
豈

ニ

有
ン
ヤ
二

九
穴

ノ

貝
一

…
…

(�)｣

と
簡
易
的
に
求
婚
難
題
譚
も
記
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
が
異
な
る
た
め
、
更
に
説
話
の
舞
台
を
設
定
で
き

よ
う
。

Ａ

ａ
／
Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
天
智
天
皇】

は
、『

詞
林
采
葉
抄』

に
引
い
た
富
士
山
の
記
事
に
、

由
阿
が
注
と
し
て
天
智
天
皇
の
時
代
で
あ
る
、
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
竹
取
説
話
に
お
い
て
説
話
の
時
代
を

天
智
天
皇
の
時
代
と
す
る
も
の
は
少
な
く
、
興
味
深
い
。

そ
の
一
方
で
、
Ａ

ａ
／
Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
桓
武
天
皇】

お
よ
び
Ａ

ａ
／
Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―

五
二

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

ａ
結
婚
拒
否

(
姫)

Ⅰ
形
見
の
品
な
し�

設
定
な
し

�
桓
武

�
天
智

�
景
行

『

今
昔
物
語
集』

、『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

本
朝
神
社
考』

、『

富
士
山
の
本
地』

、

『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

、

『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『

駿
河
記』

富
士
縁
起
、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

神
社
考
詳
節』

、『

東
海
道
名
所
記』

、『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、

『

富
士
山
縁
起』

(

池
西
坊
行
存)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

※
筆
者
注
と
し
て
記
載

『

荊
叢
毒
蘂』

、『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

、『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

、

史
料
名



結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し】

に
は
多
く
の
史
料
が
分
類
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
説
話
の
舞
台
を
項
目
と
し
て
加
え
て
分

類
す
る
。
説
話
の
舞
台
は
、
記
述
の
な
い

『

今
昔
物
語
集』

を
の
ぞ
き
、
す
べ
て
駿
河
国
で
あ
る
。『

荊
叢
毒
蘂』

も
、
駿
河
国
の
無
量
寿
禅

寺
の
草
創
記
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
舞
台
は
駿
河
国
で
あ
ろ
う
。
舞
台
の
分
類
目
安
は
各
史
料
の
記
述
に
従
い
、
①

｢

富
士
郡
・

富
士
山
麓｣
、
②

｢

乗
馬
里｣

、
③

｢

大
綱
里｣

、
④

｢

大
綱
里
↓
乗
馬
里

(

移
住
し
た
と
記
さ
れ
る
場
合)｣

、
⑤

｢

そ
の
他｣

と
す
る
。
分
類

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

五
三

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

ａ
結
婚
拒
否

(

姫)

Ⅰ
形
見
の
品
な
し�

設
定
な
し

�
桓
武

�
景
行

⑤
そ
の
他

④
大
綱
里
↓
乗
馬
里

③
大
綱
里

②
乗
馬
里

④
大
綱
里
↓
乗
馬
里

③
大
綱
里

②
乗
馬
里

③
そ
の
他

②
乗
馬
里

①
富
士
郡
・
富
士
山
麓

『
今
昔
物
語
集』

『

本
朝
神
社
考』

、『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝
、『

駿
河
記』

富
士
縁
起
、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

『

富
士
山
の
本
地』

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、

『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

『

神
社
考
詳
節』

、『

東
海
道
名
所
記』

、『

富
士
山
縁
起』

(

池

西
坊
行
存)

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、

『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文

富
士
氏)

『

荊
叢
毒
蘂』

『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

史
料
名



多
く
の
史
料
が
分
類
さ
れ
て
い
た
Ａ

ａ
／
Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
桓
武
天
皇】

お
よ
び
Ａ

ａ
／

Ⅰ
／�【
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し】

を
、
説
話
の
舞
台
に
よ
る
分
類
を
加
え
る
こ
と
で
よ
り
細
や
か
に

分
類
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
お
よ
び
傾
向
は
次
章
に
記
す
が
、
富
士
縁
起
の
竹
取
説
話
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な
時
代
、
舞
台

に
設
定
さ
れ
た
上
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

四

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
竹
生
の
竹
取
説
話
二
十
五
件
を
分
類
し
て
き
た
。
説
話
の
内
容
に
応
じ
て
分
類
項
目
を
設
定
し
た
結
果
、
十
五
種
に
分
け
る
こ

と
が
出
来
た

(

本
稿
最
終
頁

〈

表
３〉)
。
以
下
、
紙
幅
の
都
合
上
、
極
め
て
簡
略
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
大
ま
か
に
記
し
て
お
く
。

ま
ず
、
竹
生
の
説
話
は
Ａ

【

結
婚
な
し】
二
十
二
件
と
Ｂ

【

結
婚
あ
り】

三
件
に
大
別
さ
れ
る
。
前
項
に
お
い
て
分
類
し
た
卵
生
の
説
話
で

は
、
全
体
の
お
よ
そ
七
割
が
Ｂ

【

結
婚
あ
り】
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
こ
れ
だ
け
で
も
両
者
の
差
異
が
見
て
と
れ
よ
う
。
Ａ
群
は
史

料
数
が
多
い
た
め
、
内
容
に
応
じ
て
結
婚
拒
否
の
有
無

(

ａ
・
ｂ)

、
形
見
の
品
の
有
無

(

Ⅰ
・
Ⅱ)

、
説
話
の
時
代

(�
〜�)

、
説
話
の
舞

台

(

①
〜
⑤)

の
項
目
を
設
定
し
て
分
類
し
た
。
ま
ず
も
っ
と
も
史
料
数
の
多
い
、
Ａ

【

結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し】

の
群
を
見
て
い
こ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
説
話
の
時
代
別
に
掲
出
し
て
お
く
。

景
行
天
皇
の
時
代

●１
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
景
行
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

●２
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
②

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
景
行
―
乗
馬
里】

●３
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
③

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
景
行
―
そ
の
他】

天
智
天
皇
の
時
代

五
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●４
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�【
竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
天
智】

桓
武
天
皇
の
時
代

●５
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
②

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
桓
武
―
乗
馬
里】

●６
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
③

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
桓
武
―
大
綱
里】

●７
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
④

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
桓
武
―
大
綱
里
↓
乗
馬
里】

時
代
設
定
な
し

●８
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
①

【
竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し
―
富
士
郡
・
富
士
山
麓】

●９
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
③

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し
―
大
綱
里】

●�
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
④

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し
―
大
綱
里
↓
乗
馬
里】

●�
Ａ
‐
ａ
／
Ⅰ
／�
／
⑤

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し
―
設
定
な
し
―
そ
の
他】

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
形
見
の
品
な
し】

は
十
一
種
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
時
代
ご
と
に
見
て
い
く
。

ま
ず
、
景
行
天
皇
の
時
代
の
説
話
で
あ
る
三
つ
の
史
料
は
、
そ
の
舞
台
に
よ
っ
て
●１
か
ら
●３
の
三
種
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
●３
に
分
類

さ
れ
た

『

荊
叢
毒
蘂』

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
簡
易
的
に
難
題
求
婚
譚
が
記
さ
れ
、
ま
た
コ
ノ
シ
ロ
と
い
う
魚
を
焼
く
こ
と
で
姫
が
自
身
の

死
を
偽
装
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
他
の
二
つ
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
一
方
で
、
●１
の

『

富
士
山
略
縁
起』

(

村

山
浅
間)

と
●２

『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

は
翁
の
元
を
訪
れ
る
勅
使
の
名
前
が
武
内
宿
祢
で
あ
り
、
か
ぐ
や
姫
を
国
母
に
例
え
る
な
ど
共
通

点
が
多
い
。
●１

『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

が
説
話
の
舞
台
を
簡
略
に
記
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
来
は
●２
に
分
類
す
る
べ
き
な
の
か
、

そ
れ
と
も
同
様
の
内
容
の
説
話
が
他
に
も
あ
る
の
か
、
今
後
の
発
見
が
待
た
れ
る
。

続
い
て
、
天
智
天
皇
の
時
代
の
説
話
で
あ
る
●４
は
、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

の
注
の
部
分
の
み
が
該
当
す
る
。『

詞
林
采
葉
抄』

の
引

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

五
五



く
説
話
の
本
筋
で
は
な
い
た
め
、
省
略
す
る
こ
と
も
で
き
た
が
、
天
智
天
皇
の
時
代
と
記
す
竹
取
説
話
は
少
な
い
た
め
、
分
類
対
象
と
し
た
。

次
に
、
桓
武
天
皇
の
時
代
の
説
話
は
、
●５
か
ら
●７
の
三
種
に
分
か
れ
た
。
●５
の

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、

『

富
士
山
大
縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

の
う
ち
、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

を
の
ぞ
く
三
史
料
は
、
説
話

の
時
代
を

｢
延
暦
の
比｣

と
記
す
な
ど
、
一
致
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
特
に
か
ぐ
や
姫
の
描
写
で
あ
る

｢

容
顔
美
麗
、
言
音
和
雅
、
柔
和
忍

辱
、
弁
舌
分
明
。
一
笑
百
媚
、
膚
如
珂
雪
、
髪
如
青
柳
糸
。
紅
瞬
赤
脣
、
至
手
足
、
天
下
無
双
美
人
也

(�)

。｣

と
い
う
記
述
は
こ
れ
ら
の
史
料
に

の
み
認
め
ら
れ
る
。
前
掲
の
竹
谷
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
発
行
地
は
何
れ
も
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
一
の
史
料
に
基
づ
く
な
ど
の

影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
成
立
の
遡
る

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

は
多
少
記
述
が
重
な
り
な
が
ら
も
、
簡
素
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
体
を
飾
り
立
て
た
も
の
が
後
代
に
成
立
し
た

『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

以
下
の
三
史
料
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
舞
台
が
大
綱

里
で
あ
る
●６
は
、
何
れ
も
田
村
丸
が
通
り
が
か
り
に
翁
の
宅
に
留
ま
っ
た
と
い
う
設
定
が
共
通
し
て
お
り
、
特
異
で
あ
る
。
続
い
て
、
翁
が
大

綱
里
か
ら
乗
馬
里
に
移
っ
た
と
記
さ
れ
る
●７
に
は

『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

が
分
類
さ
れ
た
。
本
史
料
は
、
か
ぐ
や
姫
の
描
写
が
●５
の
史

料
に
一
部
重
な
り
な
が
ら
も
、
●３
に
分
類
さ
れ
た

『
荊
叢
毒
蘂』

に
あ
る
コ
ノ
シ
ロ
焼
き
の
記
述
も
あ
り
、
様
々
な
史
料
の
影
響
下
に
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

●８
か
ら
●�
は
、
天
皇
の
名
前
が
記
さ
れ
ず
、
時
代
設
定
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
●８
の

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西

坊
諄
栄)

、『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

は
、
何
れ
も
本
文
中
に

｢

一
斎
京
宣
旨｣

と
い
う
語
が
見
え
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
特

に
、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

の
二
つ
は
、
本
文
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る

(�)

。
●９
に
は

『

富
士
山

の
本
地』

が
分
類
さ
れ
た
。
説
話
の
舞
台
と
し
て
、
他
の
史
料
で
は
大
綱
と
乗
馬
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
里
と
し
て
記
さ
れ
る
一
方
、｢

大
綱
の
里

乗
馬｣

と
記
さ
れ
て
い
る
点
が
珍
し
い
。
●�
の

『

本
朝
神
社
考』

、『

駿
河
記』
漢
竹
権
現
社
伝

(

宗
高
↓
乗
馬
里)

、『

駿
河
記』

富
士
縁
起
、

『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

は
、
何
れ
も
短
い
本
文
な
が
ら
、
冒
頭
に
お
い
て
翁
の
居
所
が
大
綱
里
か
ら
乗
馬
里
に
移
っ
た
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
記
述
は
●７

『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

に
も
見
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
様
々
な
要
素
を
取
り
込
ん
で
い
る
説
話
の
た

五
六



め
、
翁
の
居
所
の
設
定
も
同
様
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
●�
の

『

今
昔
物
語
集』

は
、
竹
生
と
い
う
点
以
外
、
他
の
竹
取
説
話
と
重
な
る
部

分
は
少
な
い
。
少
し
変
わ
っ
た
難
題
求
婚
譚
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
特
有
の
要
素
を
複
数
持
つ
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

こ
こ
ま
で

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)】

を
見
て
き
た
が
、
続
い
て

【

竹
生
―
結
婚
な
し】

の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
や
や
例
外

的
な
グ
ル
ー
プ
を
見
て
お
く
。

Ａ
群
そ
の
他

●�
Ａ
‐
ａ
／
Ⅱ

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
結
婚
拒
否

(

姫)

―
鏡】

●�
Ａ
‐
ｂ

【

竹
生
―
結
婚
な
し
―
記
述
な
し】

●�
は
形
見
と
し
て
鏡
が
残
さ
れ
る
。『
当
家
聞
書』

が
分
類
さ
れ
た
が
、
三
章
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
翁
が
唐
の
国
か
ら
来
た
と
設
定

さ
れ
る
な
ど
、
他
の
説
話
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
。

次
の
●�
は
結
婚
に
関
し
て
の
記
述
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
分
類
さ
れ
た

『

桂
川
地
蔵
記』

は
、
巫
女
の
語
り
ご
と
と
し
て
説
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。
本
文
が
短
い
た
め
、
結
婚
の
記
述
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
天
智
天
皇
の
御
代
に
設
定
す
る
説

話
は
珍
し
く
、
他
に
は

『

詞
林
采
葉
抄』

の
注
部
分
と
、
卵
生
を
含
め
て
も

『

臥
雲
日
件
録
抜
尤』

と

『

法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔』

｢

八
酒
縁
起

事｣

に
み
え
る
の
み
で
あ
る

(�)
。

続
い
て
、
姫
が
結
婚
を
す
る
記
述
の
あ
る
Ｂ
群
を
見
て
い
く
。

Ｂ
群

●�
Ｂ
‐
ａ
／
Ⅱ

【

竹
生
―
結
婚
あ
り
―
国
司
―
反
魂
香】

●�
Ｂ
‐
ｂ

【

竹
生
―
結
婚
あ
り
―
帝】

Ｂ
群
は
、
卵
生
の
説
話
で
は
圧
倒
的
に
多
数
の
史
料
が
分
類
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
扱
う
竹
生
の
説
話
で
は
わ
ず
か
三
件
に
と
ど
ま
る
。
●�
の

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

五
七



『
曽
我
物
語』

真
名
本
、『

神
道
集』

は
、
姫
が
国
司
と
結
婚
を
す
る
他
、
形
見
の
品
と
し
て
反
魂
香
の
箱
が
残
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

三
章
で
も
記
し
た
が
、
両
者
は
同
じ
資
料
を
元
に
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
も
そ
れ
と
同
様
の
結
果
が
得

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
●�
は
姫
が
帝
と
結
婚
を
す
る
と
記
さ
れ
る
が
、『

源
氏
物
語
提
要』

の
み
が
分
類
さ
れ
た
。
内
容
を
見
る
と
、
前
半
は

『

竹
取
物
語』
の
内
容
に
沿
い
な
が
ら
も
、
結
末
部
に
お
い
て
富
士
山
と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
時
代
設
定
が
欽
明
天
皇
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
卵
生
の
説
話
に
多
く
、
竹
生
で
は
唯
一
の
例
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
竹
生
の
竹
取
説
話
二
十
五
件
の
分
類
を
試
み
た
。
既
存
の
分
類
法
で
は
、
分
類
目
安
が
史
料
の
属
性
に
よ
る
方
法
が
中
心
で
あ
っ

た
た
め
、
分
類
に
迷
う
史
料
が
あ
っ
た
。
今
回
、
前
稿
の
卵
生
の
竹
取
説
話
分
類
に
倣
い
、
説
話
中
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
要
素
を
設
定
し

て
分
類
し
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
は
対
処
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
分
類
し
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
特
徴
を
大
ま
か
に
捉
え
た

こ
と
で
、『

今
昔
物
語
集』

の
竹
取
説
話
の
独
自
性
も
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
、
卵
生
の
説
話
同
様
に
、
他
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
も

似
た
内
容
を
持
つ
説
話
が
あ
る
と
い
う
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

今
回
の
分
類
を
以
て
、
管
見
の
竹
取
説
話
の
分
類
は
凡
そ
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
世
竹
取
説
話
を
要
素
に
よ
っ
て
幅
広
く
分
類
し
た
こ

と
で
、
竹
生
は
姫
の
結
婚
が
記
さ
れ
ず
、
卵
生
の
場
合
は
結
婚
が
記
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
よ
り
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ま
た
、
竹
生
は

か
ぐ
や
姫
を
富
士
山
の
女
神
と
語
り
、
卵
生
の
場
合
は
富
士
山
の
恋
の
煙
を
語
る
と
い
う
、
説
話
の
担
い
手
に
よ
る
傾
向
の
違
い
も
改
め
て
認

識
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
竹
生
で
あ
っ
て
も
結
婚
す
る
場
合
や
、
卵
生
で
あ
っ
て
も
結
婚
し
な
い
場
合
な
ど
、
変
則
的
な
説
話
は

少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
説
話
を
精
査
し
、
中
世
に
お
け
る

『

竹
取
物
語』

受
容
を
よ
り
深
く
捉
え
て
い
き
た
い
。

五
八



中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

二)

五
九

Ｂ
結
婚
あ
り

Ａ
結
婚
な
し

分
類
型

〈
表
３〉

ｂ
帝
ａ
国
司

ｂ
記
述
な
し

ａ
結
婚
拒
否

結
婚
の
有
無

Ⅱ
反
魂
香

Ⅱ
鏡

Ⅰ
形
見
の
品
な
し

形
見
の
品�

設
定
な
し

�
桓
武

�
天
智

�
景
行 時

代

⑤
そ
の
他

④
大
綱
里
↓
乗
馬
里

③
大
綱
里

①
富
士
郡
・
富
士
山
麓

④
大
綱
里
↓
乗
馬
里

③
大
綱
里

②
乗
馬
里

③
そ
の
他

②
乗
馬
里

①
富
士
郡
・
富
士
山
麓

舞
台

『
源
氏
物
語
提
要』

『
曽
我
物
語』

(

真
名
本)

、『

神
道
集』

『

桂
川
地
蔵
記』

『

当
家
聞
書』

『

今
昔
物
語
集』

『

本
朝
神
社
考』

、『

駿
河
記』

漢
竹
権
現
社
伝

『

駿
河
記』

富

士
縁
起
、『

富
士
大
縁
起』

(

六
所
浅
間
宮)

『

富
士
山
の
本
地』

※
大
綱
の
里
乗
馬

『

富
士
縁
起』

(

金
沢
文
庫)

、『

富
士
山
縁
記』

(

池
西
坊
諄
栄)

、

『

富
士
山
縁
起』

(

村
山
浅
間
頼
猷)

『

富
士
山
縁
起』

(

田
辺
家)

『

神
社
考
詳
節』

、『

東
海
道
名
所
記』

、『

富
士
山
縁
起』

(

池

西
坊
行
存)

『

詞
林
采
葉
抄』

、『

富
士
大
縁
起』

(

茶
畑
村)

、『

富
士
山
大

縁
起』

(

東
泉
院
円
成)

、『

富
士
大
縁
起』

(

公
文
富
士
氏)

『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

※
注

『

荊
叢
毒
蘂』

『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』

『

富
士
山
略
縁
起』

(

村
山
浅
間)

史
料
名



注
(

１)

拙
稿

｢

中
世
竹
取
説
話
分
類
の
再
検
討

(

一)

卵
生
篇｣

(『

大
妻
国
文』

53
、2022.3)

(
２)
三
谷
栄
一

｢

竹
取
翁
物
語
の
発
展｣

(

三
谷
栄
一

『

新
訂
版

物
語
文
学
史
論』

有
精
堂
、1965

所
収)

(

３)
田
口
守

｢

竹
取
物
語
と
中
世
竹
取
翁
伝
説

姫
の
結
婚
と
結
婚
拒
否
の
間｣

(『

中
古
文
学』

23
、1979.4)

(

４)

奥
津
春
雄

｢

中
世
竹
取
説
話｣

(

奥
津
春
雄

『

竹
取
物
語
の
研
究

達
成
と
変
容』

翰
林
書
房
、2000

所
収)

(

５)

竹
谷
靱
負

『
富
士
山
の
祭
神
論』

岩
田
書
院
、2006

(

６)

福
田
晃

｢｢
富
士
山
縁
起｣

の
生
成

〈

そ
の
一〉

竹
取
説
話
の
諸
伝
承

｣
(

福
田
晃

『

放
鷹
文
化
と
社
寺
縁
起

白
鳥
・
鷹
・
鍛
冶

』

三
弥
井
書
店
、2016)

(

７)

前
稿
で
は
四
十
一
件
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
五
十
二
件
の
説
話
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

(

８)

こ
こ
で
の

｢

富
士
縁
起｣
と
は
、『

詞
林
采
葉
抄』

｢

富
士
山｣

項
に
あ
る

｢

富
士
縁
起
曰
、
…｣

の
部
分
を
指
す
。

(

９)

峰
岸
純
夫
編

『

日
本
中
世
史
の
再
発
見』

吉
川
弘
文
館
、2003

所
収

(

10)

福
田
晃

｢

曽
我
物
語
と
宝
物
集｣

(
福
田
晃

『

曽
我
物
語
の
成
立』

三
弥
井
書
店
、2002

所
収)

。
な
お
、
真
名
本

『

曽
我
物
語』

と

『

神
道
集』

の

本
文
を
比
較
し
た
論
と
し
て
、
角
川
源
義

『
妙
本
寺
本
曽
我
物
語』

(

角
川
書
店
、1969)

の

｢

眞
字
本
曽
我
物
語
・
神
道
集
同
文
一
覧｣

が
あ
る
。

(

11)

稲
賀
敬
二
編

『

源
氏
物
語
古
注
集
成』

第
二
巻
、
桜
楓
社
、1985

、p115

に
よ
る
。

(

12)

妙
本
寺
は
、
現
存
す
る
真
名
本

『

曽
我
物
語』

の
祖
本
と
さ
れ
る
妙
本
寺
本

『

曽
我
物
語』

で
も
知
ら
れ
る
。

(

13)

静
岡
県
富
士
市
比
奈
の
竹
採
公
園
が
そ
の
跡
地
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。

(

14)

京
都
大
学
図
書
館
蔵
、
蔵
経
書
院
文
庫

『

荊
叢
毒
蘂』

(

請
求
記
号�
日
藏/

未
刊/499)

に
よ
る
。

(

15)
｢

富
士
大
縁
起｣

(

浅
間
神
社
社
務
所
編

『

浅
間
文
書
纂』

第
四

公
文
富
士
氏
記
録
、
名
著
刊
行
会
、1931)

に
よ
る
。

(

16)

な
お
、｢

一
斎
京｣

と
い
う
語
は
他
に
、『

富
士
山
船
霊
明
神
縁
記』
に
も
見
え
る
。
他
に
用
例
が
な
い
た
め
、
明
確
な
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
土

地
の
格
を
上
げ
る
よ
う
な
意
味
合
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(

17)

他
に
、『

光
源
氏
一
部
歌』

に
も
天
智
天
皇
の
時
代
に
鴬
の
卵
か
ら
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫
の
記
述
が
見
え
る
。
本
文
が
ご
く
短
い
た
め
今
回
は
対
象

と
し
な
か
っ
た
。

六
〇


